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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 1/13全介護スタッフ対象に追加で研修会開催。

· 1/17、18院内研修あり。各自、出欠表を入力するように。

· 1/13、15：30～食事サービス提供管理委員会開催。（出席者：柴田）

　　※2月は李が出席予定。

・　井水の汲み上げポンプが故障した為、節水を心掛けるように。

＜プログラム検討＞

· 2月分のテキストは1/16までに提出すること。

· 週間プログラムの入力も1/16までにすること。

＜治療環境整備＞

· 今後の環境整備の中に、IHの台とウォーマーの台を掃除していくことを計画に盛り込んでいく。

＜新書式検討＞

· 情報収集の起案書を現在作成中。来週中に提出予定。

＜業務改善＞

· 夜間の気温がマイナスになり、水道管の凍結を防ぐために夜中に1度床暖が入るように設定し、凍結を防いでいる。

＜利用者様情報＞

· 鈴木　和則　様～定時になっても来所されていないため、自宅に電話連絡すると、母様　

より「息子のアトピーが酷くて、可愛そうだから、今日から当分の間デイケアを休ませるつもりだった」と話されている。担当医に相談し、通所を長期間休むのであれば、訪問看護の利用も考えていくとのこと。

· 高柳　和子　様～アパートの湯沸し機を凍結させてしまい、本日業者に見てもらうとの

ことで欠席されている。

· 宮　　陽子　様～気分の高揚さが見られており、自分の生い立ちなどを周囲のメンバー　

に話されている。周囲のメンバーより苦情がある為、トラブルにならないように介入していく。

· 松川　順子　様～母様が体調を崩し入院とのこと。本人12・13日、通所を欠席し、来週　

の月曜日より来所するとのこと。

＜事例検討＞

松倉　健一様（42）統合失調症　出席率：67％（外泊のため）　※普段はほぼ100％

H22年11月5日利用開始（1年1ヶ月）　

担当：高森

検討内容　目標・実施計画の見直しと検討

長期目標　青山荘を退所したら自宅に戻る。

中期目標　①環境の変化に適応し、適切な意思表示を行う。

　　　　　②ＡＤＬの維持・向上

　　　　　③清潔保持

短期目標　①不安や困った事などがある際には遠慮せず、自己表現をし、対処法について共に検討していく。

　　　　　②体重減少に向け運動プログラムに参加したり、ウォーキングを行う。

　　　　　③週3回の定期的な入浴を行う。

実施計画　①不安や困った事など自ら話されることは無く、自己表現をする対処法について共に検討していく。

　　　　　②体重減少に向けて運動プログラムの参加や、ウォーキングを促す。

　　　　　③週3回の定期的な入浴を行う為の声掛けをする。

現状

①について

· 自ら話し掛けることは無く、スタッフより話し掛けるとお小遣いの話しやダイエットの減量の成果などを話されている。

②について

· 運動プログラムは参加するが、動きが小さい。

· 現在の身長178ｃｍ、体重69.8ｋｇ、ＢＭＩ22、体脂肪18.6％。

· 本人、体脂肪が気になると話されているが、間食量が多く、和菓子、ポテトチップス、カロリーメイト、クッキーなどを好んで食べている。

· 以前、姉様が差し入れでお菓子を購入されていたが、青山荘より、訓練の為に本人に買い物をさせて欲しい事を伝えると、その後は差し入れは無く面会のみに来ている。

③について

· 入浴すること出来ているが、しっかり洗えているかは不明である。

その他

· 現在調理に興味があり、青山荘で月1回自炊訓練の他に調理をしている。

· 普段禁煙しているが、自宅へ外泊に行った際に喫煙されている。喫煙について「何となく吸った。別に吸わなくても大丈夫」と話されている為、外泊時も禁煙を勧めると正月期間中は禁煙出来ている。

· 青山荘退所後、日中の活動場所は不明確である。また、現在の活動継続について意思は薄い。

· 担当医より日中は外に出るように本人に話している。

· 本人が今後、自宅へ戻った際に何をしたら良いか不明である。

· 病状悪化傾向は怠薬と治療中断で再発を繰り返す傾向である。

· 青山荘退所（予定：10月）について家族より、「退所はまだ早いのでは」と言われている。家族にとって退所後、怠薬になることが不安とのこと。

· 家族から本人への要望として、①薬を飲めるようにして欲しい。②日中の活動が出来るようにして欲しいとのこと。

結果

· 長期目標について、自宅へ戻った際に何をして過ごすかについて条件を提示して本人と決めて目標の修正を行い、中期・短期目標を決めていく。

· 実施計画について修正

1 自己表現（不安や困っている事）が出来るようになるために、スタッフから声掛けしていく。

2 体力作りに向けて運動プログラムの参加や、ウォーキングを促す。

3 入浴方法や洗い方について、青山荘と連係を図りながら確認していく。

＜青山荘利用者様情報＞

・横山　耕生　様～就労を希望しており、担当医よりデイケアに通えるようになってから考えるようにとのこと。近々、デイケア見学予定。

・清川　厚子　様～通所の風呂以外は拒否されている。本人、１人で入浴したいとのことで、火・木曜日の１２時からの入浴を勧めていく。

・鈴木　茂子　様～本日、フラフラ感と具合の悪さを訴えている。バイタルの異常は見られず、静養室で休まれている。1/9祝日に姉様の所へ行くと話されていたが、実際、友人宅へ行っている。祝日のデイナイトケア利用について確認すると「祝日休むのは今回だけ。今後は、祝日は休まずデイナイトケアに通う」と話されている。

＜外来情報＞

・山田　吉夫　様～デイケアの欠席について「気分が上がっているから行かない。食欲も無い」と話され、青山荘に残って過ごしているとのこと。眠剤を減らして欲しいと訴え、変更となっている。

・新堂　寿子　様～運転しているが時々滑ると話されている。母を乗せているから気を付けているとのこと。

・船場　幸子　様～結核の薬を「飲むのかどうか・・・」と心配されている。

・柳町　信之　様～テレパシーは強くなっていなく、気にならないとのこと。テレビは地デジになってから映らないが「映りそうです」と話されている。

